
江
戸
の
空
気
を

伝
え
る
藤
枝
大
祭

が
２
年
ぶ
り
に
帰
っ

て
き
ま
す
。
江
戸

時
代
か
ら
続
く
こ

の
祭
り
は
、
時
代

を
超
え
て
人
々
の

心
を
結
び
、
今
で

は
14

地
区
の
山
車

と
と
も
に
、
長
唄

と
三
味
線
の
音
色

が
街
を
包
み
ま
す
。

今
年
も
ま
た
、
世

代
を
超
え
た
笑
顔

と
地
踊
り
が
、
藤

枝
の
秋
を
彩
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
今

号
で
は
、
大
祭
連

合
会
長
の
中
澤
渉

さ
ん
に
大
祭
へ
の

熱
い
思
い
を
寄
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

今
年
の
秋
、
い

よ
い
よ
藤
枝
大
祭

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
お
祭
り
は
江

戸
時
代
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
伝
統
あ

る
秋
祭
り
で
す
。

今
で
は
市
内
よ
り

14

の
地
区
か
ら
御

殿
屋
台
の
曳
き
回

し
や
、
長
唄
・
地

踊
り
が
披
露
さ
れ

る
日
本
で
も
珍
し

く
貴
重
な
お
祭
り

で
す
。
『
や
れ
や

れ
や
れ
よ
』
の
掛

け
声
で
の
屋
台
の

曳
き
回
し
は
迫
力

満
点
で
す
。
こ
の

大
祭
り
は
子
供
か

ら
大
人
ま
で
男
女

を
問
わ
ず
参
加
す

る
こ
と
が
出
来
ま

す
の
で
地
元
の
祭

り
関
係
、
ま
た
は

知
り
合
い
の
祭
り

関
係
者
に
参
加
を

申
し
込
み
、
皆
様

に
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
私
も
地

元
の
屋
台
で
子
供

の
こ
ろ
か
ら
参
加

し
て
い
ま
す
が
、

今
で
も
お
囃
子
の

音
が
聞
こ
え
る
と

わ
く
わ
く
し
て
き

ま
す
。
参
加
し
た

仲
間
と
も
仲
良
く

な
れ
る
し
一
生
の

思
い
出
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
さ
あ

み
ん
な
で
『
ヤ
ー

レ
コ
ー
ノ
セ
ー
！
！
』

昨
年
度
試
行
的
に

実
施
さ
れ
た
小
中

学
生
の
た
め
の
学

習
習
慣
作
り
を
目

的
と
し
た
『
は
ば

た
き
自
習
室
』
が
、

今
年
の
５
月
か
ら

本
格
的
に
始
ま
り

ま
し
た
。
今
年
度

は
14

名
の
小
中
学

生
の
参
加
希
望
者

が
あ
り
、
藤
枝
西

高
等
学
校
の
生
徒

が
毎
回
10

名
程
度

学
習
支
援
に
来
て

く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
自
習
室
は
５

月
か
ら
来
年
１
月

ま
で
月
２
回
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

藤
枝
中
学
校
区

学
校
運
営
協
議
会

主
催
に
よ
る
こ
の

活
動
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
内
の
小
中
４
校

や
藤
枝
市
教
育
委

員
会
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
職
員

の
方
々
な
ど
の
協

力
に
よ
り
、
２
名

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
が
運
営
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
藤
枝
西
高

等
学
校
で
は
、
本

年
度
か
ら
『
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
委
員
会
』
を
設

け
、
学
校
内
の
正

規
の
委
員
会
活
動

と
し
て
位
置
付
け
、

全
面
的
に
こ
の
自

習
室
に
協
力
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

学
習
習
慣
作
り

と
い
う
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
今

後
も
活
動
は
続
き

ま
す
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
新
聞

３
本
の
道

藤
枝
中
学
校
区

は
古
代
の
東
海
道

（
伝
路
）
、
鎌
倉

時
代
の
東
海
道
、

江
戸
時
代
の
東
海

道
が
残
っ
て
い
る

極
め
て
珍
し
い
地

域
で
す
。
古
代
の

東
海
道
は
谷
稲
葉

か
ら
助
宗
地
区
に

か
け
て
残
っ
て
い

ま
す
。
鎌
倉
時
代

の
東
海
道
は
、
月

見
里
神
社
の
西
側

か
ら
左
車
神
社
へ

と
向
か
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
東
海

道
は
、
河
原
町
や

上
伝
馬
か
ら
白
子

へ
と
続
き
ま
す
。

長
い
年
月
を
経

て
も
、
そ
の
一

部
は
今
も
な
お

地
域
の
方
々
の

生
活
道
路
と
し

て
機
能
し
て
い

ま
す
。
時
代
と

共
に
移
り
変
わ
っ

た
３
本
の
道
は
、

私
た
ち
の
大
切

な
歴
史
遺
産
で

も
あ
り
ま
す
。

当
時
の
人
々

の
暮
ら
し
を
思

い
起
こ
し
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と

歩
い
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

コラム

は
ば
た
き
自
習
室


